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要 旨:枯f白木内でのマツノマダラカミキリの個体数の変動とその望号丙について) ~可知県下の了ーと

して~J齢誌を合林分から摂取したがj指;キこによって~J:\Jj売したの

何{本数変動l弘主としてずf総幼虫Jt凡すなわち幼虫が脈化してから材lと穿入するとろまでの死亡率

の変動 IC依っているのとのうち卵期の死亡は， ヒメアリによる捕食，病気と恩われるもの，および倒

的伺休による破壊に茶づ〈もの々?があり般に卵または産卵かみ跡の密度lと対する依存性は認め 5

れない。しかし幼虫期以降の死亡ii ，競争， tl市金，寄生および病気によると思われるもので，この

うち，えき場の取壊やかみ介い等競争による死亡は1t~r芝依存的である。ま?と死亡の発生率は幼虫が穿

人孔を作るとろが設もい。競争以外による死亡は，一般に密皮IC 関{系なく f~.: t;ているが，病気によ

ると思われる死亡は，場所，ヂド9 および木によっ‘て高い偵を苛てすものがみられる。

まえかき

昆'È.のイ間休群動捜，すなわち予伺休数の変動とその婆肉を解明するための研究のアプローチとして，近

年， !:J-，:命表!とよる詞査，解析 i法がきわめて有効な手段とされ，冬くの研究 iととめいれられるようになって

きた(伊藤， 197112ワ。穿孔件町 ~J~績についての例ば比較的少ないが，キクイムシ類を対象!とした Scolytus

scolyt耐についての BEAVER (196が); 196721 ) の研究， S. ventralis についての BERRYMAN (19734 )) の研

味等ヲ立た，カミキリムジ頬を対象忙したものとしでほ， G別問LE ancl KNIGHT (19707)) による Populus

trernuloides 樫加害寸;;:)トホジカミキリの 1 積 Sa戸erda inornate についての研究のほか， マツノマダラ

カミキ 1) の個休数変動 lご関する今村留竹野 (195210ワラ 片|同 (1964211 ; 19日 523)) ， 森本ー?月一的(197432) ; 

印75341 ) の研究等があげ九れるハ

評者色ば 1963 年目、降木慢の生命友lと裳づいてイ間本数変動lと関する調査研究者子 ii< 勺でさた c 一郊につ

いてば，その概要を発表した fドr1iJJ， 196421); 1965思1) カ r，十11i倒木内での伺体数の変動とその愛国につい

てノ干支勺に l明己かにされた事項を取り立とめたので報特す芯ハ

との研究を行う l-C~ たってど指導ど助言をーいただいた休業試験場小 111 久五保護部51:，取りまとめに当た

ってど助言をいただいた同昆虫科長小林富士雄博士，東北大今!.箆学部百 11親雄博士p いろいろご援助をい

ただいた林業試験場四悶支場長森下表f!~博士p 調子時材料の採取今にご協力ご便宜与を図られた元高知 Lr;'1、休業

試験場宇宙正N\ ， Ir古田付英 Hf1，同県元安芸林業事務所i!fi] 林秀忠， IfTJ須崎林業事務所高橋 fØ:1r九日 yl '1ノ忍=すz

の各氏ならびに J.{!r:市土地開発公社 lご対し尽くお干しを rþ し j げる c

ド978作 10月 24 口受Ft' !染後 18 For. Prot.-18 

11) FY 目立文場 (2) 保護部
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I 調査材料と方法

1. 調査した林分 (Fig. 1) 

( 1 ) 灰方調査地

高知県須崎市灰方の幼齢クロマツの激害林分〈樹齢 10~12 年〉で， 1963~1964 年に現地調査を行い，

さらに枯損木を伐採して調査材料の採取を行った。

(2) 浦の内調査地

須崎市浦の内の幼齢クロマツの激害林分 2 か所 (No.1 ， 樹齢 17~20 年 No.2，樹齢 18~22 年)を選

んだ。 NO.l (土外観ヒクロマツ林l乙見えるが林内に入ると常緑広葉樹がかなり混入しており， No.2 は，

広葉樹の浪人が少なく地表はコシタが衛生している o No.l からは 1972~1975 年 l乙また， No.2 から

は 1976 年にそれぞれ枯損木を伐採して調査材料を採取した。

(3) 竜調査地

土佐市竜の小面積の幼齢クロマツ休(樹齢 15 年)で， 1973 年ころから被害が発生していたが， 1974 年

20 本足らずの枯損木が見られたのでこれを伐採し調査材料を採取した。

以上の(1)~(3) の調査地は，高知市の南西約 20km， ì甫の内湾の周辺lと位置するが， ζの地域は9

7 ツ類の枯損が古くから発生しp 現在まで被害が継続しているととろである。

(4) 朝食調査地

高知市朝倉，林業試験場四国文場の実験林内の， 1964 年にアカマツ P クロマツがそれぞれ 3 同繰り返し

で植付けられた株分で， 1973 年乙ろから被害が点発している o 1976 年には， 10 木余りの枯損木が発生し

ていたのでこれを伐採し調査材料を採取した。また， 1977 年 (C は努 経時調査の材料の採取およびアリ類
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Fig. 1 枯損三三を採取および調歪をした所

Locality of the study plots wher日 the material trees 
were collected or the bait-logs were estab!ished. 

1 :灰方調査地， 2 ・ j市の内調査地， 3: 竜調査地， 4 ・朝倉調査地9

5 夕、ネL調査地， 6: 平尾@岩戸調査地， 7: 羽根調査地。
1: Hai!叩ta ， 2: Uranouchi, 3: Ryu , 4 : Asakura, 5 ・ Kure ，

6; Hirao-Iwato , 7 : Hane study plot 
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の分布状態の調在を行った。

(5) 久礼調査JÛ!

高岡郡 111土佐 Itlj 久礼の壮齢アカマツ， クロずツの混生する激主材、分(樹齢 25~'52 年〉で， 1963~'1964 

4三えさ木による羽交と枯損木を伐採して調査材料の採玖を行ヮた。

( 6) 平尾p 右戸調査地

高知県東私室戸r!jS]Z尾と岩戸の被主発生が F~ られなかった老齢クロマツ海岸防風林で， 1963 年にえ

さ本を設置して調盗した。

(7) 羽根荷量t地

との地域は，最近になって被害が発生し始めたところで，室戸市羽p恨の幼齢クロ 7 ツ滋主主jYj(分(樹齢 15

'~'16 年〕から， 1974 こは No. 1 と 2 ， 1自75 Ætミには No.2 で枯損フドを伐採し調査材料を採取した。 Noω

2 は， 1臼73 年に枯損が点発していたと恩われるととろで， 1974 年， 1975 if.(こ被当が増大している。

2. 調査材料

jlÏ:' 9Pかみ跡と*くずを目印としてヲ各相究**分から p いろいろの排出程度の枯損不を，成虫脱出後の調

奈用化原則として 10 ネ.， 外 lと経時制査加として 1972 ， 1973, 1976 年に各々1O ~"30 JI三伐倒し， t支そ除い

た幹の部分を1. 0 m 1=ゴ三切りして支場に持ち帰り制査材料とした (Table 1) 。なお， -i111の村損木につ

いては，現地でI草ちに制査を行った。また，支場l乙持ち帰った剥査材料は，産卵かみ跡部(の調査と直径の

測定を行った後野外の網室内で保管したり

Table 1 調査木と謂査材料

恥1aterial tre巴s and logs used in th巴 study

謂査地

Study plot 

枯損年 l

Yεar 
the 
tre巴S

di巴d

消の内 1 Uranouchi • i ¥972 

1973 ! 

19/4 

1975 

j治iの内 2 Uranouchi 2 1976 

開 Ryu 1974 

朝倉 Asakura 1976 

羽根1 Hane 1 1974 

羽根2 IIane :2 

19"5 

TotaJ 

調査;+:
Dimension of trees us巴d

12 8.26 l i.人 0311

8 8.87 ' 11. 0 1260 

13 9.05 11.62.2833 

10 8. ヲO ¥2.? 2.3028 

10 8.62 12.3 2.2245 

10 8. 70 10.0 1. 8/69 

30 6.86 9.5 1.ヌ6ヲ 5

12 6.32 8.1 l. 1894 

10 5.44 8. 1 0.9051 

11 73 10.2 1. 5436 i 

6 6.57 10.2 1.3413 

10 7.60 10.0 1.己 786

iO 6.97 8. 8 l ヌ986

1) 滋卵かみ跡の調査ができなかった 37 木は除くっ

Scars on 37 !ogs of these ma teria1s were not coun ted 

8;;1) I 
65 

75 

66 

68 

ﾎ] 

173 

68 

4飩 

n 
36 

。3

ら3

945 

2) Investigations took place successively with the lapse of the time 目

備考

Note 

¥3.2 1.94 経時調資2)

5.0 0.57 経時調査2)

0.99 

8.8 0.83 

0.63 

12.7 O. 80 経時調査2)

16.1 ]‘ 43 

12.9 1. 60 

14.7 1. 41 I 経時調伊
7.8 0.78 

4. 1 0.60 

¥ :l. 5 1. 65 
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Table 2. 卵期の調査木

Trees studied at egg stag巴 in 1972 

月 i 木が異常にな .H~I. ~ lt&.! 'îS~ ;-;5"-;'7.樹幹表面積)調査したときの
番勺|った月日 |伐採月日|樹 高|胸局面主 lSurface j 虫のステージ

l l fiDeveloprnGI1tal 
Physiological i H巴ight D. B. H. I 

a油bn凶orma討d山li出i社tyトI Fe問削巴ell口l m ! i i t出run由k i r呂3弘L;九f:a点(
wa出s s油h川〈臼〉

9.25! 9.0 1仁.8338 Egg 

8.80 9.2 1.7983 Egg 

7.60 11. 5 1. 8532 Egg 

8. 20 I 11. 4 1. 9486 I Hatched larva 
一一一一一上一一一一一一一一一一」←ー l 

3. 調査方法

(1 )経時調資

(i)卵期

1963, 1964 年 l乙 灰方調査地および久平L調査地で枯損木を任意に伐倒し， また， 久干し調有地と被害の

発生していない平尾，岩戸調査地 lと設置したえさ木をていねいに京1J皮し，それぞれ卵の密度，死亡率およ

びその要因について調査した (Table 5) 。

さらに， 1972 {ドピ，浦の内調査地 No. 1 で，打ち抜き法(小田， 1967時l) によって異常ノドの発生状況

をwijiをするとともに， 約 3 ~J 4 週間後の異常木を羽交材料とし (Table 2) 多 産卵かみ跡の位置を調査し

た後，ていねいに剥皮しmJの有無と死亡要因を調室したの

(ii) 幼虫駆i以降

1963, 1964 年に灰方調査地， 1972, 1973, 1976 年に浦の内調査地おぶび 1976 ， 1977 年に朝倉調査地の

砧損本について，それぞれ発育段階別に剥ト!(， *IJはし，虫態別の.91のうる〈度，死亡率およびその要函につい

て調査した。

(2) 成虫脱出後の調査

1963, 1964 'cfの灰方調査i也 1972~J1976 年の浦の内調査J1l!" 1974 年の竜調査地および 1974， 1975 年

の羽根調査地の各術資材料について，成虫脱出後l己主Ilr丸脅l材を行い，虫態別の虫の密度，死亡率および

その要因について調査した。

E 結果と考察

1. 調査に用いた材料の精度

J市の内，屯一，羽根の各淵査地から 1972~1976 !rドに採取した長さ1. Om の丸太を淵資材料とし，産卵か
勢特

み跡の倒的 (IwAo ， 196815)) の[日I j号を ;JO(めると附 =0.875+ 1. 649m, r2 =O.856 となった (Fig. 2) 。

これから， IWAo and KUNO (196816つの提案した日楼精度 (D) と必要様木数(q)の関係式
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より q を求めると， 目様精度 D ニ0.1 のときは Q=85.4， D=0.15 のときは Q=38.0， D=O.2 のときは

qニ 21. 4 となった。

今[司!の長さ1. 0m の丸太についての序卵かみ跡、の精度は， 0.15 前後の標本数に相当することになる。
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また 2 穿人fL ， 脱出成!:ILに〆功、ても降五[Jかみ
1
1
1
r
 

a
u
w
 

内d

跡、と|司松にドl 出精度と必要標本激の関係から

乙れらの刀は 0.1'精度を求めた紘一来，

制 '"1 たりの産卵かみなお安O. 15 ~どなっ fご。

骨

2事卜

器!

rIl l 

跡、，n'人孔および脱出J&虫についてもお1紋κ

して求めた D は，羽根5泊予年地 No.l の 1974

ドの産卵かみjゆと脱 tPì成 !i(を|泳き O. 15〆 O. :! 

となった。

10 
~設@制芥 (1ヲ7318)) によると，野夕、個体lt?J'

ω 詳しい!泌査では1)を O. 1~O.2 とおと必~ffi

Jl1 

* Fig. 2 民事[JかみJ旬、の nt-nt 関係
者

m m relationship of scars by the sa、;vyer.

破線は ð -0.2 の critical line (KUNO , J ヲ72 29 ))

The broken line shows a cr咜ical line of �=().2 

(KUNO , 1972) , 

自
骨

があると述べているが，今1"1 の間是正材料を矧

この範間内の精度をJOHざして解析

をわーっても芳し支えないものと忠われる。

いる場合，

解析に用いた調査材料の抽出単位

本艇は，"7ツ舗の~C;孔.'1ーf (1むとくい!長)の 1

2. 

TiPで， ，淵査材料lζ月J いたが1損本は夏，-.-.-'夏秋守l

の杉i損木 CJj\出ほか， 196641)) であったの ζ

ヒゲナブj モモブトカミヰ 1) カミまた， �ey' れらのあ11損本 lこは，本経のほかに!字皮部 lとはシラホシゾウ j乱

皮 1\1\ Iこはキイロコキクイムシノ与が比られるがヲ木村のかl体内での怠総1mはシラホシゾウ認のー /;1\からキ

イロコキクイムシの見られる範[引にわたっている。

小体(197527)) も指泊しているように，マツ引の正f，j'LtJ(は後約な役 {iíl占[1本ほからな i)， しかも，単木，

高さ，林分による変JI~がきわめと大ざい。とのような団体鮮から :01;1 合;ωための似本を州 ]1111 ずる場合，同体

手1;. 与の単純化した副し fこが J てsRfを積々の副次同体7立にわけて仙 1'1'，する必要がある(小体， 1975~") 。

;火 f~1体jl干安地 /__[J し解析すべきであるが，その方法がザi らかにされていないので ， f14~析にさ?Jたっては厨刀IJ化

ずることなく L4-.:の枯温水での本艇の加害音)，または，ゴモ休を単位とするんーが，作物学的にみて良いかìt

i制定I叫，村長t年およごあると忌われたので，主としてこの)i法を川いた。 また， ;(/，'rj:fiの日 I() によっては，

リ i三さ 0.5m ， 1.0m 0))しょを i単 {;f. とした場合もあ

変動主要閣の検出

VAR. LEY 旦nd GRADWELL (1960出))のキー・ブアクタ --5HJí'í去によ勺て変動ーヒ主主閃の併ffrをfJった。す

J山名ステージに刈する初期個体数のなわ L 各発育ステ F ジの 1IÆ{4:~交を N1， N島・ " Nη と寸れば，

比は

N1 N1 N2 

品 N3

同Jllな対数(常用対数) ~ことると

(10只九T1 -Jog 1ら)+ (log N2 '.log 九三)log N1 -loι んrn

, n-l) とおくと

ト，...・+ (log Nn-1 -log Nn) 

となる。ここ乙 log N1-. log Nn ~ K , 10記 Nt-log Ni し 1 ニニん(ただし ， 1-0 1, 2, 
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九百吋.k3

寸 kn-1

Fig. 3 VAIえLEY-GRADWELL のグラフ法による

変動主要因分析

Factor analysis by the V ARLEY-GRADWELL 

graph method. 

E. S.: 産卵かみJèffi ， Bo. 努入孔， P園 c. :編~:í;}j虫，

F. 脱出成虫， れ:産卵かみ跡から塁手入までの死
亡， k2: 穿入から蛸室幼虫までの死亡， k3 ・自国室幼

虫から摘までの死亡， ん:踊から羽イ己までの死亡，
k5 ・羽化から成虫脱出までの死亡. K= 1<ュ+1<2 十1<3
+ん十1<5 : i窓卵かみ跡から成虫脱出までの総死亡。
E園 S. ， Bo., P. C. , and F. denote scars, bored hole, 
larvae in pupal cell , and adults emerged, re 
spectively. 1< 1, k2 , 1<3, 1< 4，九 and K denote 
mortality at the stage of egg and immature 
larvae, mature larvae , mature larvae in the 
pupal ce l!, pupae多 adults in wood, and the 
whole stage, respectively. 

と表すことができる。すなわち， K は世代当たりの生存率の逆数の対数p んは i から i+lのステージの

問の~t.存率の逆数の対数である。

V ARLEY-.GRADWELL のグラフ法によって，浦の内，竜，羽根の各制査地から 1972~1975 年に採取した調

至宝木について，調査地どとの枯損年単位の K， kl~んまでの h の債を求めると Fig. 3 fζ示すとおりであ

る。なお，各調査地における各枯損年の m2 当たりの情度(対数〉も同時に|ヌ1ft示した。

この悶をみると ， k3~んの値p すなわち，踊室を作ってからの死亡は，世代(場所2 イf) によりそれほ

ど変動しないが， 穿入までの死亡 k1> さらに踊室を作るまでのん 12 の成虫が産卵かみ跡をつけてから幼

虫が踊室を作るまでの死亡は総死亡 K とほぼ平行的に変比しており p 変動主要因と推測される。 なお，

森木・岩崎も，九州地方で 1974 イ|てにはえさノドを用い32))また， 1975 句には調査地別の材料血〉について同

様のブJ法で解析し，同じような結果を得ているので，木種の変動主要国は，成虫が産卵かみ跡をつけてか

ら幼虫が踊室を作るまでの死亡とみて間違いないものと思われる。

さら lと， VARLEY and GRADWELL (196853)) の方法により， 各調査地の枯損年ごとの木単位の m2 きítこ

りの密度(対数) Iこ対ずる hユム 5 までの値の関係を Fig.4 !と爪した。ただし，んとん+2 t土産卵かみ跡p

んは穿入子\..，んは桶室，んは焔，んは成虫の会々の常度(対数) Iと対レてとってある。

ζ れによると，jlj'i卵かみ跡ω常度lと対しれとん十2， すなわち， 成虫が注肝かみ跡をつけてから幼虫が

踊~を作るまでの死亡はp 密度 Jと依介ーする過程の要凶が働いていることを示していて， 回帰係数 b の{直

からみて京要な死亡要閃であると思われる。 焔室の'需度 l亡対するんから成虫の密度lζ 対するんまでの

{直，すなわち，幼虫が踊室をfl ってから成虫が脱出するまでの死亡については，場所によって密度に依存
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する過程の要内(浦の内 1973 年の九羽根 No. 1 1974 fじのん羽根 NO.2 1974 年の ks) ， また，密度

lと辺依存 F る過程の要凶(捕の|勾 1975 iゃの九泡 1974 年のん〉のイ動いている 1M合も認められるが， 回

帰係数 b の{庄が o iC:近く主な死亡要因ではないと )JJわれる。

以上，変動要因について VARLEY and GRADWELL の万法lとよっておil :l'聖地， 枯損年， 謝査本について解

析，検討をしてきた。その結果， )ぷ1\がJ4'~ßかみ跡をつけてから幼虫が材 lと穿入するころ，または，幼虫

が瞬室去作る乙ろまでの死亡は，密度に依存した過程の要因が働いていることが切らかにされた。この重要

因は，変動主要因とみてよいのではないかと忠われる。

4. 各ステージの変動と要因

(1 )卵期

卵期の死亡としては， II併がP主卵のために樹!交をかじった跡(産卵かみ跡〉の中には傷をつけただけ〈ま

たは， íl1"卵管を内樹]支 lとそう入しただけ)で際卵をわっていない(1m~IJかみ跡)ものがあるのまた， !lIJの

死亡要肉としては，さきにc{;.行らが械告した (JOI'WÛ ほか， 196422)) ヒメアリによる捕食のほか，死亡卵が

軟化症状を-Y:するもの，日モが波 íl'9 るもの ， �JJ tJ~が担|子かくを破る i宣伝11直後l乙虫休が軟黒化して死亡するも

の多および mJの個体(内総，土たは真向〕による破壊などが観察された。

灰万調査j也での 1963， 1964 年の調査では， 卵期の死亡は， ßljが軟化症状を]止するものと症の液化する

ものおよび無卵かみ跡がおもなものであったの浦の内約査地での 1972 年の絹斉では， 軟化症状を呈する

個体が1i知iあっただけで， 他はすべて Table 3 1，こ示すとおり無卵かみ泣かとヒメア 1) による卵の捕食であ



松枯t員三平:内での 7 ツノマダラカミヰ 1) ())但休数変動とモの嬰閃(舷狩. )'"1 +H) --133 -

Tablc ;)抑制 ω 死亡と盗凶 (1972)

M口1・talities in egg st品店巴 (1972) 

~í;) :3<1.6 104 ~)í'. 8 95 

1 も 30. 174 93. :-) 160 

l も 3/.8 12" 61 ソ /3 

305 5/l 410 

*主としてヒメアリによる捕食 Predation by mainly Munolnorium niP戸川間se.

った。これらの死亡要闘について以ト述べることにする。

( i ) 無卯かみ刷、

l 夕日仁本

5 1.三

t_)一尖u 91.4 8.6 

(36.3 9ヱ 5

~7. " ~:i 8. ,1 41. 6 

産卵かみ跡をつけただけで産卵を行ってし、ない無卵かみ跡は， ナべての，I，\j査木で認められた。 1972 {手

の捕の内調査地の村治木の場合，無卵かみi協の数はj)fßpかみ跡数の 30. 4, '"37. 8% [こも述した (Table 3) 。

との imßI~かみ跡が， 産卵期における成虫聞の寸渉さ与によるものか荘iかをみるために， 単位而積(長さ

1. 0m の丸太， 0.1 m2) 当たりの産卵かみ跡の符度と J!t~grjかみ則、半の関係長調べたところ， Fig. 5 OJ結

果が従られた。産卵かみiゅの密度が 0.1 m2 当たり 10 以下のJAiな部分では宮無卵かみ閥、の割合は 0'~75. 0 

と変動が大きかった。これは ， -')Jでは， EWìlJかみ!怖の少ないことは産ßIHζ好ましくない原凶(たとへば

Host の条件イよど)と関連している可能性をがしており，他方，条件がよければ， 低性，'I交ではよく「ヰ♂l'す

る可能似のある ζ とを 7ぶしているようにij:;l、われる， 1!!(fj刊かみ跡の街j支が 0.1 m2 当た U lO以 i二の 3 比較

的街な郎分ではjff(P卜jかみ跡の割合はほば 20 5096 のぬ lìR にあり， しかも， );f.JjI~かみ助、の栴皮が増加して

も J!時卵かみ跡の割合は期加をノド Lノていない。むしろ p 一定のイIIIを示しているといえる c

また， 0.1 m2 当たりの必卵かみ~3品数 (X) と死亡安凶作 l持後の個体数(ここでは路ßIJ数) (Y, jJjj対数)

の関係を求めると Fig. 6 Iζ示グとおり [0信 Y~.1. 066 [og X -0.277, 1'2=0.941 となり，この!聞の死

ヨる

100 

Uw 。hf p 

h I .. ぷ“叫ヨ{ 同 幻 11 @ 

ヨか

@ 

伺 50
E 帥

.. .. .. @ 

@ 。
@ 

111 
@ 

@ 

.. @ @ 司臨

@ 
@ 。

@ 

@ • 

。しよ4
.. 

10 20 30 
1、0111 刀ユ『介

Density of ,t; çars pt'[' 111 

ドi只 5 E't卵かみ跡の密度と!t1~ iJlj かみ跡率

Rel昌tionshil】 between densities of scars ancl rates 01 

thc empty scars (scars witho凶巴gεs)

• 

40 



白
、1
・

J町

;
;
J

\
ロ
回
市

z
h
'
J

f

偽

@
E
醐
m
d

ι
I
E
a
r

、

f
t
h
u
h
H
品

μ
れ
い
F
l
t

0
 

5
 

無
卵
か
み
跡
ド

m
M
W
U
包

M
u
e
F
t
z
B
m
L

時
U
悶
旬
。
ω
“
母
町
市

第 303 号

ヨー
100 

林業試験場研究報告バ
せq

u
 

b~LOB6 

r219 Q 骨41
@ 

@
 

-/ 
aw 

@
 

@
 

@
 

. 
縮図 ... 

• ~ a 0 
陽町口、

ロロ

@ 

au 

-

-産
卵
数
日
川
当
た
り
・
川
町
数
日
慌
り

J

む
[
問
W
U
切
切
。
{
z
-ロ
ニ
一6
0
7
w
m
w

乱
開
凶
国
む
。
z

50 
11_ 卵かみ勧の街l主 10.1配当たり J

010. scars ner 0.1 m 

Fig. 7 樹皮の厚さ別p 産ßpかみ跡、の

密度と無卵かみ跡率
Relationship between number 
of scars per 0.1 m2 of bark 
surfac巴 and the empty scars. 

膏厚皮古11 (0.5-1.1 cm)，口薄皮部 (0.4
cm 以下)，破線内は最初jの産卵。

Thick (圏， 0.5-1.1 cm in thickness) and 
thin (口， less than 0.4 cm) bark logs 

100 
。

。

@ 

100 唱曲

l主卵かみ跡数 (O.lm'_~'lた')，付数 11'布 il)
1¥'0. scars per O.lm' 匤 log-sca!の

@ 

. 

@ 

Fig. 6 産卵かみiUJ;数と産卵数

Relationship between number of scars per 
0.1 m2 of bark surface 乱nd that of 巴ggs，

また，決定係数 r2 も高く，ほとんど密度乙乙では無ß[~かみ跡は回帰係数 b が 1 !こ近く，亡，すなわち，

長さi単位面積をもっと小さく，このことは，〈伊藤・村井， 197814))。に関係なく生じているといえる

産卵かみ跡数 (x) と産ßll数(}う両対数〉の関係、を計算しでも，0.25m の丸太で 0.01 m2 にとって，

log Y=O. 99210g X-0.181 , r2 =0.806 となり 2 同じ傾向を示した。

さきの著者らの調査 CI'i 制ほか， 196422 )) によると，樹皮のj豆さによっても雌の産卵 l乙要する時間は?

異なるが，大体7~8 分で比較的長い。この間の成虫閣の干渉による産卵妨害が無卵かみ跡の割合lζ影響

を与えているのではないかと考えられたが， J去との結果からこのととを青定することはできない。なお9

産卵 lこ避け合いがおよぶ範聞は 10cmXI0木種の密度と分布l乙関する研究の中で，小林 (1975271 ) は，

このととを砕かめるととはできなかった。cm 程度であると述べているが，今回のw，~査では，

野外の総案で井げた状 lご日77 年 6 月 20 日.~ 8 月 25 日の問に，樹皮の厚さと銀卵かみ跡率の関係、をF

積んだ長さ 0.5m のクロマツのえさ木を用いて調査した結果は Fig. 7 のとおりである。との図から 1 限

卵かみ跡は産卵初期のえさ木(破線で囲む〕では高くなっているが，樹皮の厚さには特に関係なさそうで

乙の調査では，樹皮の厚さが 1.1 cm を越すものについては確かめることができなかっある。ただし，

f こ。

食主首(ii) 

ヒメアリによる卵の捕食は，さきに報告(片1'f，J ほか， 196422)) したように，*極の産卵管を差し込んだ

T乱ble 3 のとおり調査木によって 7 ， 5~ちから 51. 2% 傷跡から侵入して行われるが， 1972 年の調査では，

また， 1977 年の朝倉調査地での結栄では，最高が 46.696 と大きなノf ラツキがみられた。まで，

卵の死亡率ミヒメアリいま，ほとんどがヒメアリによるものであったが，1972 Óドの ßI~の死亡要因はp

ヒメアリに

ヒ全般的iとみた場合，

による捕食率と仮定すれば， ß日の密度と 1IÎì食;本の関係、は Fig.8 のとおりとなる。すなわち，

よる捕食率は， Ffい木 (No ， 1 と 5) にやや密度lこ依存した傾向が認められるが，
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民巴lationship betweεロ number of eggs per 

0, 1 m2 of bark surface and rates of preda田

tion by Monomori附日開ψ戸onense.

!'Xuしは密1J之の高い大 (No. 1, 5) ，臼丸は密度の低い
;j三 (No. 2, 3)0 
Black circles show the date obtained from the 
trees on which the ant populated � high 
density, and white ones from the trees the ant 
scarcely populated 目

。

10 Y=1. 009 !og X-O. 048, r2 =0.988 , 

全体では log Y=O. 91510g X-O. 078 , 

この場合r2 =O.934 となり (Fig 宮入

の卵からふ化ずる問のヒメアりの捕食

による死 l~ は，卵の密度と Ni:íミ率の関

係 (Fig めと lf1jf;Í{，捕食の多い;本に

やや密度 lと依有した死亡がお泌られる

が全体としての死亡は密度iと関係な
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く起こっているといえる。

ヒメアリは石の一日朽木2 倒木の下

および竹の切株の Ij1 などで営!誌をする

(寺岡， 192947); I同j 本， 195343)) とい

われている。また，マツ主民ictf生して

いるアブラムシ類など、の政みつのため

か， {也のアリ J混とともに樹皮上を封降

している。朝食調査地のクロマツ林で，

1977 年 8 月下旬，樹皮の上 o向的 mj
費'

1 10 

,í;ì; 1JIJ f,/L: 0.1 rn' :'['1 / りす刈数 11 品川
No.of f'戸符お pθr 0.1 rn' in 10戸 scalf今

Fig.9 産卵数とふ(1':，幻~ ，1; 数

Relationship b巴tween number of eggs and 

that of hatched larvae. 

から自の高さ付近〉を昇降していたア

ワ類の調子主を行った結果を Table 4 

に示した。乙の表iとみられるようにp

ヒメアりの見られた木は;場所によるパ

ラツキが大きく，また 2 その分布のJR

態も jおいしている傾向がみられたC11'

ヒメアりの対降している;木が異常木となり，細については別途報告の予定〕。ヒメアリによる卯の捕食は，

木和の産卵が行われた場合i乙限って卵の捕食が行われるのではないかと思われるつ
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l;ìrj)(J 数で直m2 当たりの産卵数と死亡長女の関係をみると，1963, 1964 ';i の調禿 (Table めについて，

そのこう配から íltj {í ω聞にはとの範i泊でいく分逆依1'fl下j関係が認められる。

すなわち，卵の出度がI"~J くなると死亡数も j償却|するが，死亡率は街皮が消火すると，顕著ではないがやや

線関係にあり (Fig. 10) , 
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Table 4. ア I} 類の見られた樹

Trees on which ants were found 

ヒメアリ Monomoriu抑 制Plうon仰se
調達託した樹 一一一一一一一一 一

木数 u 本数
No. test巴d l Notre四伽erved I 割令 yb No・ trees obs巴rv巴d

1 94 41) 4.3 10 

2 1242) 233) 18. 5 1 :2 

3 176 8 4.5 2 

百 l' Total 訓 35 8.9 24 

1) 枯損木 2 本を含む。 Two ou t of these were dead. 
2) 枯損木 4 木を含む。 Four out of these were dead. 
3) 枯損木 3 木を含む。 Three ou t of these were dead. 

一一「一

区

Block 

Table 5. 卵期の密度と死亡率(1963~.1964)

Density of 巴gg 呂nd th巴 mortality (1963.~1964) 

l 死亡した卵数
産 mg 数 I Numb巴r of dead 

Number of 巴ggs
eggs 

per m2 per m2 

1 
58 I 16.7 

33 

64 

22 

1/ 

3 

12 

8 

10 

17 

死亡率調査場所と若手弓
Place wher巴 the materials 
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一司 137-松枯損;1;内でのマツノマダラカミキリの個体数変動とその要因 (;Q主智・片山iJ)

減少し，その結果ふ化率はやや増大する傾向がみられる。

PLL ， 卵期の街l:ítと死亡ネについて巧察してきたが，卵(または産自l'かみ跡〉の所皮と卵期の死亡}f{の

関係をみると，←般的には密度lと依イがした過校の必亡は，はっきりとはしない。ただし，密度が，fo:j l 、場合

とれらについて発育の先行している幼虫による破壊等に誌づく死亡も考慮きれなければなゐない。は，

は，次頃で述べるととにする。

幼虫則以降(2) 

幼虫版j以降の変動について， 'l'}外 rilNI査の場司令， m卵かみ跡lご対して行わざるを{与なし、。 ßlj即!の死亡は前

ヒメアリの項で述べたとお i九 千'il)病気による死亡率のおjいととろでやや儒度に逆依存の傾向が，また，

摘食ネの件当し、本でやや儒度 l亡依存した傾向が認められるがE 一般的 lとみて， J点とk均三戸i卵かみ~dトをつけてか

らふ化するまでの死仁は， i卒iJ支 lと関係なく起こっている ζ とが明らかにされたので，幼虫期以降の変動に

ついての解析は，同P 卯かみfl:}J\に対して行ずにども 3 して問題ないものと思われる。

一般にfM皮下等で発脊する fit-子L虫(キクイムシ類〕は，健全本への寄生はできず， 1司種倒体i1日の密度の

194246); r 11 仁 1 .小JJ;[ ， 195954); 内川. 't 1 島 ， 196151); 

BEAVllR, 1ヲ743 ) ;伊政， 197513 )等)。本艇の場企も， キクイムシ矧と同様に健全本への34とはできず， 産

卵対象オには異常ょに|彼られる(剛容ほか， 196637); 1967381 ; れ崎@森本， 197019 )) ので， Ø[i ~PIご適したと

影響だけでも個体数の，/;;'ü駄な減少が起こる

えさ1. 0m の丸太で‘とろには非常に多くの1'1; m，かみ叫がつけられている(木単位で n12 当たり 412.2，

f只食空間がl浪られているため成虫になって脱出する数は|浪られてくる(本単位0.1 m2 当たり 67.9) が，

で 1 m2 当たり 62.4， 長さ 1.0m の丸太で 0.1 m2 ~Iì':こり 10. 1) 0 

Jm卵かみ、跡、と脱出)Jj(;_r:l"の密度の潟係(木単位〕は口ジスチック山線 lと似た中jをとっている (Fiι11)

ので芳成!Üが産卵かみ跡をつけてから脱出するまでの間IC，摂食定聞をめぐる競争として税内競争が当然

起こっているものと思われる。なお，今回の経時調査等においてp おもに厚!支 fおなどで，一部j!{;J[J時期の

1 ，本の木連れた木積の個体とシラホシゾウ属等との聞で，予i:iミボ問をめぐって種間競争が認められたが，

。) 1+1 でみた場~{ì， )j~種の{岡林;数変動にさして影響を与えるととはないようであ〉た。以下，幼虫期以降の
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変動とその要因について述べる。

幼虫が材;と穿入するとろま℃の死にー
ノl
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執念制査地iで， 1977 年木が異常になってから約 1 か月例。.1 とのと約 2 か凡足らず (No.3，幼虫の

:J(きさ等から推定)終j断念の調査で，調査材料は少なかったがヲJi]IJの密度と競争(摂食空間の破壊，共食

また，ふ fL幼虫の栴皮と fJld在日!t点での主主布 'l~の密度(両い)，卵の tilì食等による死亡率の関係は Fig.12 ，

この聞の死亡(摂食空間の破壊，共食い)は Fig.13 のとおりである。なお，対数)の関係，すなわら

No.2 f土 8 月下旬調査，幼虫密度 m2 当たり 21.2，No. 1 は 8 月 1'.句読jーを，幼虫密度 m2 当たり 183.9 ，

ヰいI時期では死亡率も低くこ ω両凶から，幼虫密度日目当たり77. 0 であった。No. 3 iま 9 月 i 句読j強.，

Fig. 14 幼虫の頭l隔の経時変化
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Horizontal bars show the mea礼 width. Vertj. 
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[f1I帰係数 b の{在も 11と近いが， 時間の経過とともに死亡率が高くなり回帰係数 b の伯も 1 より小さくな

り，摂食空間の破壊，共食い等主として，vw:内競争が~I~i皮に依存する過程によって起こっているといえる。

オミ極の主人子しの避け合いのおよぶ続問は，約 20cm 山βである(小林， 197527)) といわれているので，

低い浴度の場合2 初期jの段階では問でも明らかなように競争による死仁率は低い。なお，この競争lとよる

死亡は，幼虫ω~，'Î'WL 苅幅の分布 (Fig ， 14) 等からみて，なお続くものと思われる。 また， 浦の内調査

よill の 1972 ， 1973 年(越押. J"I- 制， 197440)) , 1976 年および刊j食調査)'自の 1976 ， 1977 年の枯損木での経時

州在でぬられた幼虫のJJJ{~阪の経崎変化は Fig， 14 のとおりである。 ζ の凶からも，初期の段階において競

争が汀われ7こことがうかがわれる。

j1;fanochamus ]，同の共食いについては FIC引く19586 ') ， SOPER 乱nd OLSON (196341つが，本程についても

森本@お:II{，J (197432))，小林 (197527つが報告レており， 今 l引の経時調査の Ijl でも， 摂食場所および~l~の

破壊とともに共食いがしばしば観察された。

ふけJ後幼虫カl;t;j" 1こ穿人ずるころまでの死亡は， 経時~~ñ (Table のおよび成虫脱出後の副交 (TabJe

7) に示すように，約 7096 余りで，産卵かみ跡{とえすする死亡としてはー悉高い死亡;ヰ〈であるといえる。し

かし， ζω約 70% の死亡率の中には卵期の死亡が合まれている。なお， この時期における死亡要因とし

てはp 競争による死亡のほかに，病気によると d忠われる死亡3 オオコクヌスト， アリモドキカッコウム

シ，コメツキムシ類による捕食およびコマユパチ先，\，双し主淵自iにζよる t笥1L止]上;

たる死亡主要芝雲ゐ悶は主競主字争dにζよる死亡ととd忠われる O なお， 一一部内陸林(高知~剖番多郡+，f川も ) 11 崎詑林署管内古

屋はl固有林〕で，老齢アカマツ布ii損水そ加害していた木認が多数キツツキ類によって捕食されていたの

や， 1962 年者;者の一人n 桐が調査をしている(未発表)。しかし，海岸地帯の常時七H員が発生している激

寄林分では，杭損木でキボシゾウ属のキツツキ類による fflì食例は観察されたが，本穫に刻する捕食は観察

するととができなかったっ

幼虫期における主fこる !Æ 金者オオコクヌストについては， j午 (197024 )) の捕食実験があり，経時調査の

中でも拙食が認められた (Table 6)。オオコクヌストの枯損木内での分布の状態を浦の内調査地の 1976

"tミの枯損木で制杏した結果を Fig ， 15 1と示した。 この頻度分

ィ'Ij(!) I� "示数 (MORISlT A ， 195936)) ;む 9 町 59 となり集中分布lζ

適合することが認められた。

(�) 蝋室幼虫までの死亡命

幼虫が材lζ穿入干しを作ったiあ踊宗を作るころ(一部，樹皮

下lと蝋室を作るものが認められる，越智也 Jî 桐， 197440つまで

の死亡は，がHこ述べた幼虫が材 lζ穿入するにろまでの死亡の続

きとみなしてよいようである。すなわち，この間幼虫は材の仁1 1

だけでなく，樹皮…ドと材の中を出たり入ったりして生活をして

いるので，摂食空間をめぐっての密度に依存する過程による競

争が，幼虫が材 lと穿入するとろまでと同様に起こっているもの

とえLわれる。その外，病気によると思われる死亡，オオコクヌ

ストによる捕食等による死亡も認められた。

ζのI間の死亡は ， Table 6, 7 Iと示すように2 穿入孔iζ対す

20 

J支 10

。

5 10 15 
，)内似体数

Nの inùi 1l id l.l als pN t!'('<! 

Fig. 15 オオコクヌストの

頻度分布図

Frcquency distribution 
of Te削nochila japonica。
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Table 8. 穿入後のステージ別の死亡率(灰方調査地， 1964 i手枯損木)

Mortaliti邑s at each stage of late larva, pupa, and adult in wood 
(Haikata study plot, in 1964) 

飼育箱 Cage No.1 A 

4. 24 
L幼a 虫 Not bored 

rva 1 ~穿o 入 62.71 
red 

!揃 Pupa 17.80 

成虫 Adult 15.25 

Tabl日 9. 穿入後のステーゾ別の死亡(灰方調査地の 1963， 1964 年の枯損木〕

Mortalities at each stag巴 of !ate !arva, pupa, and adult in wood by factors 
(Haikata study plot in 1963 and 1964) 

飼育箱 Cage No. 
率 Rate

合言，. Sum Total 
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Table 10. 徴生物が原因となる病気による死亡率〈氏方調査地， 1964 年枯損木〉

乱lortalities from diseases caused by microbial pathogens 

(Haikata study plot, in 1964) 

Larva 

Pupa 

Adult 

全死亡に対する比率 ステージ別の割合
各々ステージの死亡
の計lζ対する比率

Rate to total death Mortality at each Rate to total death 
stage in 巴ach stage 

13.9 26.0 24.0 

21. 1 39.6 ]4.4 

18.3 34.4 99.6 

53.3 100.0 

ステージ

Stage 



q
d
 

A

斗A
噌
t
A

松枯損木:内での7 ツノマダラカミキリの個件、欽変動とその要閃(越智・片制)

る死亡率とレては高い。

成.'.ll脱出までの死亡\
ι
Jノ

・

1
・

1
・

1〆
t
\

J市の凡竜，羽根の各調査地から 1972~1976 年に採幼虫が蝋主を1'1' ってから成虫脱出までの死亡は，

また，穿入孔に対して約 12% と比較取した枯損木の成虫脱出後の調査では3 桶室ガiJ1~\"ご対して約 16%，

I'J<JIC安定をしている(1'able 7，ドig. 16) 。しかし，ヰ;ζ との枯損木内での生存山線 (Fig. 16) 1とみられ

また ， t反場ìiJ[， 年によっては踊室幼虫に対して 50労を越す rf~tl し、死亡〉本のみられる水もある。るごとく，

)j"調在地の 1宮63， 1964 年の枯損木の調査でも i司様 lと許可い死亡率を示している (Table 8, 9) 。

この死亡は変動これらの要因は，蝋， 1.ぷ虫J関等にみられる病気と)目、われるも ωで (Tab!e 6, 9, 10) , 

乙のー般的には街Bむこ関係なく生じてし、るようである。しかし3ヒ要因の検出のところで述べたとおり，

時期における死亡は，脱出成虫の平j主l\'i';度ω低下lζ関与しているといえる。 森本・宕自主(1975担); 197635)) 

も九州各地の枯損ノドの調去で， ínJ織に自前'3::を作ってからの死亡ぶが，場所ョ斗 iL よって尚い伊jを報告して

いる。

病気によると思われる~[~，幼虫，蝋および成虫]却における死亡については， fl6:i'，の{許認されているもの

もあるが，羽イ[各地の死亡虫について病原菌の検索，州原性f舎についての調査が進められているので， ζ

こでは考主ざしないことにする。

枯損木内での生存曲線民
". 

1972-.~ 1976 "r \と各Jiliで採取した枯損本のうち， 1点虫脱出後i乙調査いた布1i損;j; (1'呂ble 1) 内でのよt存[tll

線を図示すると Fig. 16 のとおりである。

タにぷづいて A， B, C 型lζ類型をDEEVEY (19475)) は，野外動物の死亡率のデ北海曲線についてF

との類型が生ずる原因について行った o ﾌTo (1959111 ) は，完全変態昆虫の生存曲線の比較検討を1jい，

初めて考察をし，績による仔の保護が進んだ磁ほど双曲線型から LFI 凸型 (DEEVEY の A 芳'Dになる ζ とを

示した。

Fig. 16 ，f~í損木内での生存曲線

Survival c羽rves of M. alternatus on 
the dead trees. 

E: 産卵かみ跡， Bo: 穿入子L ， Pc: 直前室， P: 
蝋， A ・ 1戊.'t" Fφ 脱出，数字は枯損木の番号Jv
o 0 て1ス士':j 。

E, Bo, Pc , P, A, and F denote egg, bore , 
pupal cel!, pupa , adult , and hole for e 
mergence, respectiveJy. Numerals in the 
figure show the number of dead tree. 

...0 Average. 

Uranouchi.1973 Uranouch ì, 1972 
5母申

自
由

8

0

5

1

 

1
 

ル
ゾ
作
山
政
川
川
た
り
川
数
引
出
サ

。
一
回
ゆ

J
ぬ
e
M
4
0
一
5
2

←
。
日
M
A
V
R山
広
三
Z

戸
、F
L
F
d
明

C
Z

九十ヘー 17
E BoPcPAf 

Stag(' 

EBoPcPAf  
ス



第 303 弓林業試験場研究報告~144~ 

Uranouchi.1976 

29 

生
存
虫
数

(
M
M当た
り
。
対
数
日
盛
り

J

と
u
z
m

凶
。
一
目5
0
-
h
E
』
聞
い
。
と
い'
M
D川
町
。
辺

Uranouchi.1975 

1

4

 

7
9
8
3
5
2
 

A
 

Uranouchi , 1974 5車。

-"些
ど司 官

f $: 1ω 
jf 数
:: 1.0 
E 111' 5唱
。当

H た
k 11 
o 
~ 

E 11 
E 数
5 旦
2 四

うす t昏
~ '-, 
日

5 

吟咋守"'--J...鵠句斗ーーー-'-櫓血

症Bo Pc P A f 
J、寸

Sta医昭

810 

臨@民 P A F 
移

E
E
f
ン

e
 

一

g

一
つS

E
r
7
¥
 

A
 

B
r
 

h
 

勘F
E
 

Hane 2, 1宮75

a
q
院
r
U
9
&

7
3
4
5
'
t

事

Hane 2匂 1974

500 

ぬ
匂

a
o
a

揃
曹

の
U
2
3

・2

1
 

i

l

o

l

;

J

 

f

t

i

J

i

l

L

i

i

 

バ
f
'
i

止
晃
一
1
m
t

あ
H

品
り
一

。
一
回
己
凶
旬
。
一
日
一
口

O
H
L
む
民
的
向
。
乙F
M
2的
。

z

5 

Hane 1.1974 

L: 
~~6 

Ryu.1974 500 

弐生
"'"*" 
R E10自
主数

=: 1.0 
会 m 50 
0 当

ーすこ
t; t) 
~ 

~q 
2 数
t fl 
2 出

~ I:) 10 
z -

F
V
B
 

A
 

D
E
 

C
 

P
 

O
 

E
 

rz 
/
 

e
 

g
 

n
 

t
 

f
R
u
 

z
r
F
、〆

A
問

P
E
 e

 

pE 
O
 

際
M

F
E
 EBoPcPAF  

J 

~t 泊 "P

藍島o Pc PAF

(つづき) (Continu巴d)F�. 16 

本種のJ易合(平均の生存防総〕は， Fig. 16 iζ示すとおり，一般の昆虫lとみられるような p すなわち，

卵から 1H~始 :l!jJ虫にかけて P 二色熟幼虫から射にかけて，および成虫の末期の 3 iJ l型の減少がみられるもので

日木深カミヰリムシ類1 山型の DEEVEY の A 型 J乙属しているといえよう。小島(1960銘l) は，はなし

の成虫の産卵と幼虫の食性から，宵性の進化について考察し，木啓一の]認するフトカミキリ出科を一番進化

この小島の主MJ1も本質的!とはlTo (1 95911))の考察 lζ通じるものがあると思わの進んだものとしている。

れる。すなわち，木砲は産卵にあたってp かみ傷をつけて，内樹)支内にほ，pp行動を1 J い，適したととろに

産卵を行っていると忠われ(無p]'iかみ跡が意外に多い)，親による仔の保護がかなり進んでいるといえる。



?公枯損木内でのマツノマ夕、、ラゴJ ミキ 1) の個体数変動とその!gf凶(，凶.n 11,;1) -145 

このような J I 存曲線は， HEERING (19569)) の ;0品交したナガタマムシの 1 説 Agrilus v�idis L のもの

とよくにているらこの種のj易命，いちじるしく;会タヒ亡率が低心死亡要因の大itq~分が樹木ーの生理的低Uしに

よる幼虫の死亡であるが， ~キ;おi のJ易fT，必~Ii対象木は異常本lとかぎられる (11 塔ほか， 196637i; 196738) , 

お [11な・夏草木， 197019つので Agrilus viridis と1l~なり ， 1st，1 イ\ω/tFll J'杓tlUfLによる i)J1zの死亡はほとんど

みられない。凶にも示されたよう k ，本種の減少の LLI [む 汁見の1Ml と l副総 lζ生ffの初期， i点虫が長卵か

み跡をつけてim~卜Jを行い3 幼虫がふイヒして村 ωゅに穿入するまでの iJ['.卯後約 1 か月ぐらいのr，jj，または，

lOc~cll n 乙ろ似の 111 1乙蝋'~芸を作るまでの u吾泊 tとみられる。 すでにえlSべたよう{ら この 1/\1 の兆亡は， 枯Ifl

木内での 11自体数変動の主主E悶となっているが，その死亡安凶はおもに種内競争によるものでョ 般にi佐ir支

lと依存した過程によっている c 蝋主を作ってからのものは， Lt絞 l"ýJ安定した街皮を保っている。

ただし，個々の枯担ノトムについてみると (Fig. 16)，大部分のも ωは 1 IJI型であるが， l:�l には 般ω昆虫

と同様 lと三段担の生存曲線 (ho， 195911))がみられる。 この場合9 332入孔作製後病気によると記われる

死亡虫の兄f，Jーかる割台が多く 9 これらが三j及型の生存曲線をイノドコているものと川、われる。

考

今回の調査は枯j員木内のものに|以られているので団体詳の白然告l]l前lIC凋与 f る要因のうち，食物の量

と脱出j氏!hの数の 2)頁自についてお察する。

1. 食物〈えさ〕の量

食物，枯J員本の E訟は，ネ;磁のお(を決定 Vごいる大きな要因のーっとしてあげることがで返る。本種そ含

めてマツ類のさ手孔虫、は含 7 月以降 lと現われる異常木に対してのみ卵活動を行う(日培ほか， 196637); 

196738); :'i'i灼命軍坂本， 1971"9)) ので，;;j，:磁のJLi fl、 7~8) J， よさによ〉ては 9 JJ ごろのぷヘ J1枚当-1) 十日?悦ソト

(/J\ [I]ほか， 196611))がJIUIJ対象ぶになってくる。

マ YJ ザイセンチ

し'マツそ式出，村タビlと導く(清原・ 1忠霊， 1971"5); 点宮， 1972加:)。 したがって， -t~il員小よから)悦山する

メド磁のJ来上i~数や 1I見向後の I[ :.存 [tll*:~i の P~!J. は， }ぷ 'Llが制(，1\1人j から持ち d_lj-9 irh~ 1~数とともに異常木先生に関係が

深いものであるが，ここでは成虫生イf曲線は事jべ予てない。

樹木の異常現象の発現のためには， 線虫の増婚に日長jj虫して温度が主要な要民iになっている (清原3

197326)) 。そのほか， ~:b，の国からみても? ぶ極の!以.'.b.の fj ，日!が制度の影響長うけている(森;t:， 197431); 

端正小よほか， 197533)) 。 以 l のように， 樹木の異常到象の発引， 1点火ω1'd)JJIζ温Lえが関係している ωで，マ

ツ矧の公布1ぷの ~Ilで奥治ペ" Ni損~((/コ先生する地域は i以りミして〈る(川本ほか， 197118); 日 ~Iなほか，

1975品) ;竹主主ほか， 1975品))。竹芥ほか(197515)) は， 主fit -f-ttf旨お( (MB 指数〉から波高. (/)J凡われる}ば能怯

のある地域を惟;としている。ま/こ，気治や降五くIDなどの段境条約は，民泊4、ω先日ヰぐだけでなく p 異常に

なる 11与刷会ずらす ζ とによコて !i{JJIJ対談木()_)孟，産卵数に当然影撃をおよほしているものと惟察される。

以上述べてきたように，食物の量，すなわち，立~秋のJfl.)-~~; 木の'k.Xは，ベド極の脱出!え1(数，枯損ぶから

jJ見 'il が{一号ち，'1.\ <jc糾 'Üの数，脱出後0)成虫の~;{子牛くと行動， マツ郊の If4 と分布の状熊および環境条件えりによ

、て ~~l~己三~i しているといえる。

2. 脱出成虫の数

前項において，食物(えさ〕の主誌に影響する安凶ω ムっとして伯尚水から脱出する本部の成虫ω数是あ
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げたが，この頃では，この脱出成虫の数におよほす要悶について考察する。

一般に動物は，生息環境が著しく変わらない限り，それぞれの種に特有のパターンで偲材、数が時間的に

も空間的にも絶えず変動をしているが，ある平均レベ lレを維持してゆとうとする傾向がある。これは，生

息窃度が増えるにつれ，個体数を抑制するように動く要因が存;夜するに違いない〔巌， 197p71) 。

マツノマダラカミキリの場合，他の穿孔虫と同様IC，奥常木 lと対してのみ産卵行動を行い，また，生活

場所も樹体内という閉鎖笠間である特性を持っているので，ホ:によっては非常に多くの産卵かみ跡がつけ

られているが?成虫となって脱出する数は限られている (Fig. 11)。このととは，アズキゾウム、ン，コク

ヌストモドキなどの実験個体群と共通的な現象(内旧， 195050)) ，すなわち， IlÈ!ìlJかみEみから成虫が脱出

するまでの増箔過程で密度効果， 密度に依存する過程の死亡が起乙っている可能性を示しているといえ

る。

また，産卵かみj\j}の綴度 iと対する増殖ネ (m~ 出 fix:，:k数/171， #IJかみ跡数)の関係は双曲線々J ， ALLEE 型の

宿度効果(内問， 195050)) に近い関係が認められる〔日g. 17)。しかし，増倍率のピークは場所，長Fによ

り異なっているようである。 これは，場所，年によって産卵かみ刷、の密度多幼虫~"":入後の死亡率 (Table

6, 7) が見なっているととも影響していると思われる。

以上述べてきたようにF 枯損木内での死亡が詮H:gJζ依存した過程によって起きているとみられるが， #11 

から脱出成虫のステージの lいで，どのような死亡がどの日告知に働いているかについて述べれば次のとおり

である。

(1) #Il !JJ 

マツノマダラカミキリの成虫は， 産卵 iと 1うたって樹皮Jζ 傷をつけて産卵をナる習'[1を持っている〈越

智， 196939)) 。すなわち， 本税はカミキリムシ類の中でも， 産卵に際して親による仔の保護が進んだ穣 lと
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Fig. 17 産卵かみ助、の街度と増地主事(脱 U'，成虫数/産卵かみ跡数〕

Relationship between incre乱sing rate (no. adults 巴m巴rged/no. scars) 

and density of scars (no. scarsjm2 of bark surface). 

( Uranouchi 1972, 0 Uranouchi 1973，ム Uranouchi 1974, 
.. Uranouchi 1975 , CD Uranouchi 1976, ﾀ Ryu 1974，仁l
Hane (1) 1974，日 Hane (2) 1974，圏 Hane (2) 1975. 
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属している(小島， 19(028)) ü また，無ppかみ跡がかなりの数みられる。 とれは組の巡îJ('によるものでと

れも，親lとよる仔の保護が進んでいる結果かもしれない。

卵の死亡重要閣としては， ヒメアリによる捕食(片桐ほか， 196422)) , )1'4気によると }rl1，われる死亡勺があ

げられる。その死亡は3 部ヒメアリのJnl食卒。)1吉;い;;1，でやや \'i'iLむと依存した過程の死亡が，また，病気

によると思われる兆亡の高かった協所でやや密度に逆依存の傾向が認められたが，全体としてみた1場合，

卵期の死亡は密皮 Jて関係なく起こっている。

(2 ) 卜:;J 1と穿入するとろまでの幼虫ltJl

ヌト:践は，ふ化後約 1 か月ぐらいは樹氏下でgi汚をし g その後材 1C年入孔をfl-: i) 材の l↓1 と樹皮ドの河ブJで

/宇活ーをするが(一一部材の中 lと穿入寄せず fMJ交下だけで生活をするものが認められる，越1'-\' . )'i 州， 197,140)) , 

この間において摂食空間をめぐっての競争が密度に依存した過位で起こっている。乙の死亡は， アズキゾ

ウム (lhIDA, 194148 )時))とよく似ているといえる n そのほかp 十クイムシ類

でもアズキゾウムシ等と同様のyf)にが認められている (I[ !仁1. 小泉， 19595引 BEAVER ， 19743); 伊藤，

197513 )等〉。

なお，乙のどろには，競争による死亡のほかに，病気によると思われる死亡ヲ f肉食および寄生等による

死亡も認められたがトたる死亡要因は競'}rによる死亡である。

( 3) 自前室幼虫期以降

9 Jrr:旬以降になるとíçJJ~Ldま附室を恥j の中(一部は樹皮卜-) (Cj!1 る(越有l ・片品;， 197440)) 。 との， 蛸

宗幼虫期以降成虫JmllLH までの死亡は，全体的にみた場合低心比較的安定しており，死亡の起乙り方比

一般的 1とみて約度花関係なく引じている (Fig_ 3, 4, 16) 。しかし多場所，年および本lとよっては高い死

亡率のみられる;場介もある (Fi必 16; 寸乱ble 自 ~-~9 ;森本・特店長， 1975剖); 197685)) 。 との姿閃のおもな

ものは，病気によると思われる死亡である。この死亡は，脱出後も引き続いて認められるのなおラこれら

の死亡は，脱出成虫の?均需疫の低下に関与qをしている。また2 蝋主主幼虫おj には[一一記の死亡のほかにtr1ì

食ノオによる死亡も認められるに〉

以 i 述べてきたようにヲ脱出成虫の数は，ふイ七後幼虫が材 lご穿入するころ，または，焔主を作るころま

での幼虫期の摂食7R間をめぐっての常皮に依存 Fる過程の死亡による変動によって大きく規定されている

といえるヲま t:::_ ， 蝋主主JJ虫期以降の持lと?内気によると思われる死亡は，脱出成虫の平均密度の低一円c~

与しているといえる。

j南饗

枯損木内での7 ツノ 7 夕、ラカミヰリの{肉体数の変動とその要因について究明するため， 1963 年以降，

高知以下の主として幼約激害林分から採取した枯担木を材料とした終日午担任と成虫脱出後の調査，ならび

に，里子外の網室と現地の林分内で産卵させ犬えさ木についてのがi交をおl皮割村等の土法を用いてず!った

が，その結果の概要は次のとおりである c
者

L 調査にf日いた材料の精度は， m-rn の関係から求めたところ， 0.1- 0.2 の範間内にあり 9 統計[i']処

理 lこト分耐え得る標本数である。

2. 個体数の変動主要i人Hま，淵査Jも枯損'Fおよびステージ月IJの JR度と VAR凶Y GRADWELL の h 値の濁

係、から解肝したところ，成虫がえ2卵かみ助、をつけてから幼虫が材に*入するとろ，または，柄窓を作るこ
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ろまでの需度に依有した過程による死亡である (Fig. 3, 4) 。

3. 卵期の死亡としては，産卵かみ跡をつけただけで産卵を行っていない無卵かみ跡，ヒメアリによる

卵の捕食，病気によると忠われる卵の死亡および発育の進んだ幼虫による卵の破壊などが観察された。

無卵かみ跡は，産卵かみ跡の密度に関係なく，ほほ今定の(直であり (Fig. 5, 6) ，樹皮の厚さなどとも

あまり関係、がないと思われる (Fig. 7) 。 ヒメアリによる捕食は， 捕食の多い木にやや卵の密度に依存す

る傾向の死亡が認められたが， これは， ヒメアリと枯損木の分布の状態lと関係しているものと思われる。

また，病気によると思われる死亡の多かった場所ではp やや卵の夜皮 lと送依存の死亡の傾向が認められ

た。 しかし， 全体としてみた場合lとは， 卵期の死亡は， 卵(産卵かみ湖、〉の符皮lζ関係なく起ζ ってい

る。

4. 材 iζ穿入するころまでの幼虫期の死亡としては，競争!とよる死亡，病気によると恩われる死亡，オ

オコクヌス 1' ，アザモドキカッコウムシ，コメツキムシ類等ピよる捕食およびコマユパチ類F 双し類によ

る寄生等による死亡が認められたc この死亡は，産卵かみ跡に対するものとして一番I'l-iJい死亡産を示して

いた (Tablε6~"9) 。

競争による死亡は， f4食空間の破JiÍ[，共食いによるもので， ζの死亡はi時間の経過とともに死亡率が高

く Tより，密度に依存した過程によって起こっている (Fig. 12, 13)。オオコクヌストは，幼虫期における

おもな捕食者で，枯損;+:内での分布は集中的傾向を示している (Fig. 15) 。

5 圃 蝋室幼虫までの死亡は，変動主要因のところで述べたように，材に幼虫が芳入するころまでの死亡

の続きとみてよいようである。との間の死亡は，穿入干し応対する死亡率としては高い (Table 6, 7) 。

6. 幼虫が蝋室長作ってから成虫が脱出するまでの死亡は，一般に比較的安定している (Table 7, 

Fiε. 16) 。 しかし， 場所'"ドおよび水によっては高い死亡率がみられ (Table 7, 8, Fig. 16)，その要

因として病気によると出われる死亡があるが， 般的lとみて密度lζ関係なく起とっている (Fig. 4) 。

7. 成虫脱出後に調査したfr_~損木内での平均の生存山線は， 1 ILJ~\1の DEEVEY の A 司'i(こ属しているが9

個々の枯損不についてみると，一般の昆虫と同様に三段型の生存曲線のみられるものがある (Fig. 16) 。

との場合には，穿入孔作製後の病気によると思われる死亡~il，の割合が多い。
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Mortality F'actors in Survival Curves of Monoch岨醐US 哩lter目atull HOPE 

(Coleoptera : Cerambycidae) Pop日lation on the Pine Dead Trees 

Kishio OCHl(1) and Kazumasa KATAGIRI(2) 

Summary 

h在ortality factors 乱nd their role in survival curves of the Japanese pine sawyer, Monochm日us

alternatus, were studied since 1963 by using the dead tre巴S 仁ollected from the heavily infested 

forests in Kochi Pref., and the bait.logs which had been left in the inf巴st巴d forests for a few 

W芭巴ks to be oviposited by the sawyer. Number of living and dead individuals 乱nd their mor悶

tality factors werc inv四tigated severaJ times in th巴 course of the study by diss巴cting the 

logs. Results wεγe as follows : 
令争

L According to m.m analysis , relative pr 巴cision expressed by the ratio of standard error 

to mean was bctween O.1~..O.2 ， indicating the sample sizes used in this study be sufficicnt to 

treat the date statisticallv. 

2. From the relationship betw巴巴n k.value of VARLEY.GRADWELL formula and actual d巴nsity

by stages, it was suppos巴d that the factors for diminishing survival rates are those which 

depend on the density of the immatur巴 larvae

3. Mortality factors at the egg stage were predation by Monomoriul刊日ipponense， diseases, 

and destruction of egg by the larvae hatchεd b巴forehand. The ratc of scars without egg 

(empty scars) was 日early constant in all trees , irrespective of density of scars , or thickness 

of the bark. 

Pr巴dation by M. nijゆ0抑ense weakly dep巴nded on the density of eggs in the forests where 

the ant 阜xists. lncidence of diseases s巴emed to be in v己rsely dependent on the egg density. 

However , 0釘 the whole, no particular relationship could not be observed between the whole 

egg mortality and th巴 density of scars. 

4. Mortality factors at the immature larval stage were competition among larvae , diseases, 

predation by Temnochila jaJうoníca， Tha向。sz抑制s lewisi, and Elateridae-beetl巴s ， parasitism by hyrne 

nopterous (Braconidae) and dipterous parasites, etc. Of these factors , parasitism caused the 

highest mortality. The more the 1乱rva巴 grew ， the stronger was thc competition, that is, th巴

destruction of living place and cannibalism. This mortality was depend巴nt on the density of 

larva巴 T. jaJうonica which was thεdominant pτedator in thes巴 study plots showed an aggre' 

gated distribution on d巴ad trees. 
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5. Mortality at the boring larval stage, which included actually a part of mortality at 

the .immature stage, was high. 

6. 恥10rtalities at the stage of matur巴d larvae and pupae in the c巴11 were constant in 

g巴neral and occurr巴d density ind巴pend巴ntly.

7. Survival curves up to the emergenc巴 of adult show巴d DEEVEY'S A type (Convex type) , 

but some of them showed a staircase type with three descending steps as thos巴 of most inｭ

sects. In the latter cas巴s ， a high mortality from disea日es observed after the larvae bo陀d.


